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◉特集 医学部創立40周年記念
 着実な歩みをこれからも
 DOCTOR'S VOICE 01 基本理念のもと、医学・医療の発展に貢献
 DOCTOR'S VOICE 02 充実期を迎えた医学部創立40周年

医療サービス課
医療福祉チーム
L089-960-5099

昭和51年撮影

平成25年6月撮影

七夕コンサートを
開催
平成25年8月6日（火）、当院

の外来ホールにおいて恒例の

七夕コンサートを開催しました。

「コーラル・ハワイアンズ＆フ
ラ」のハワイアンショーもあり、
南国気分に浸ることができまし

た。また「ふるさと」など唱歌の
演奏もあり、患者さんたちも一

緒に合唱しました。今年は改

修により外来ホールが広くな

り、患者さんも集まりやすくなっ

たようです。見に来てくださった

たくさんの患者さんたちは、病

気のことを忘れてリラックスして

いました。
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市民公開講座「愛媛大学医学部附属病院のチャレンジ」

　愛媛大学医学部創立40周年記念事業の一環
として、平成25年9月29日（日）、いよてつ高島屋
ローズホールにおいて、「市民公開講座」（第25回
ヘルスアカデミーと共催）を開催いたしました。「愛
媛大学医学部附属病院のチャレンジ」をテーマ
に、檜垣實男病院長からの基調講演「夢の大学

愛媛大学医学部附属病院 センター・施設トピックス
お気軽にご相談ください

総務課企画・広報チーム
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より深い連携強化に向かって

　平成25年8月10日（土）、第25回愛媛大学
医学部関連病院長会議（臨時）を開催しまし
た。この会議は、当院と関連病院が地域医療、
先進医療、卒後研修の推進等に関する情報交
換を目的に開催しています。ただ発足当時と愛
媛の医療を取り巻く環境が変化する中、本会
議の在り方を見直し、名称も「連携病院長会
議」と変更しました。また、今年4月より消化器・
内分泌・代謝内科学に就任した日浅陽一教授
と厚生労働省保険局医療課長補佐の秋月玲
子氏の特別講演がありました。

病院へ」を皮きりに、荒木博陽薬剤
部長、田渕典子看護部長、利光久
美子栄養部長、西宮達也診療支援
部長、さらに当院ボランティア「いき
いき会」寺岡陸雄代表、当院の各部
門のトップリーダーが次々に、それぞ
れの活動や展望、またチーム医療の
重要性について熱いメッセージを送
りました。少子高齢時代の医療には、
「してあげる」から「求められる」を重

視した、患者・家族とのパートナーシップが不可欠
です。市民と共に院内はもちろん地域全体が協働
して、生活を重視した患者主役の医療に日々取り
組んで行く大切さを共有する良い機会となりまし
た。Q＆Aコーナーでも参加者から多くの質問があ
り、会場は終始活気にあふれておりました。

広報委員会委員長 高田清式

編集後記

表紙は40周年に因み最近の病院

周辺の航空写真にいたしました。創

設当時の写真と比べホスピタルタ

ウンとして賑やかになっているのが

一望できます。また40周年を迎えて

の医学部長の抱負、盛大に行われ

ました記念式典などもご紹介申し上

げます。当院も県下の医療を支える

べく更なる発展を目指し、今後も

日々努めてまいります。引き続き皆

様のご指導ご鞭撻を何卒宜しくお

願い申し上げます。
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ボランティアスタッフの相互団結

　平成25年9月21日(土)に、愛媛大学医学部
附属病院「いきいき会」ボランティアフェスティ
バルを約350人の参加を得て盛大に開催しま
した。今回は、東温高校のクラブの協力をいた
だき、吹奏楽部、ダンス部、獅子舞及び食品
販売を行い、当院ボランティア「いきいき会」
の活動を広く地域の人たちに理解をしてもらう
ことができました。初めての試みではありました
が、ボランティアの人たち相互の団結を図る
機会にもなりました。




